























































































（続紙 ２ ） 
 







１．従来手法を改善し、OFET の局所電気特性評価に特化した AFM 電流測定法を構築
した。本手法を用いることで単一グレイン境界において OFET のしきい値電圧を増加さ
せる影響を直接観測した。また、単一グレインにおける測定では、初めて 100 nm 以下
のスケールでの単一グレイン上距離依存性電流特性計測に成功し、単一グレインの移動
度評価を行った。 











を構築し、ペンタセン単一グレインへのキャリア注入・排出過程を 1 ms オーダの時間
分解能、50 nm 以下の空間分解能で可視化することに成功した。さらに、キャリア注入
と排出で電位応答が非対称であることが単一グレイン一般で生じることを観測し、一般
的な金属–有機界面の電子準位モデルが単一グレイン系にも成立することを明らかにし
た。 
 
本論文は、以上のように有機薄膜トランジスタの金属 –有機界面物性について多角
的・体系的に評価しており、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本
論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年１月２
２日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学
位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
